






































中国とインドは、世界第 1 位と第 2 位の人口大国であり、両国あわせると世界人口の 3 分
の 1以上を占める。両国は未だ開発途上にあるが、世界銀行統計によれば 2002 年時点で購







アメリカの雑誌 Foreign Policy2003 年 7/8 月号に MIT スローンスクールの Huangya Sheng







一方、インドでも 2003 年 6 月のバジパイ首相訪中以降、これまで以上に経済成長面で先行
する中国をライバル視するようになってきたようだ。 
 
インドで中国改革開放 25 周年を記念する会議開催 
そのようなことを背景に、3 月 10～12 日にデリーにて“Twenty Five Years of Economic 
Reforms in China”と題した国際会議が Institute of Chinese Studies (ICS), Centre for 
the Study of Developing Societies (CSDS)と復旦大学中国経済研究中心との共催で開催
された。ICS はインド外務省、人材開発省等が資金支援しているインドの中国関連研究機関
である。海外からの参加者は 22 名、内訳は中国 17 名（うち復旦大 7名）、オーストラリア




































大西広教授 3 月 7～16 日、韓国釜慶大学校に、学術振興会の支援により博士取得予定者へ
の研究指導と共同研究および調査のために出張。東亜大学校でも「北東アジア協力強化の
ためのキー・イシューとしての半島問題」と題する講演を行った。 





日本総領事杉本氏と懇談した。日中友好経済懇話会代表は、3 月 26 日に復旦大学日本研究
センターと我々京大上海センター支所を訪問いただき、我々の活動を説明した。 
 
田尾雅夫教授 2 月 29 日～3 月 4 日、上海に出張。 
 








北野尚宏助教授 3 月 10～12 日にインドの首都デリーで開催された国際会議「中国改革開
放 25 年」にて論文発表（Japan’s Contribution in Supporting China’s Openand Reform 
Policy through ODA Loans）。 
3 月 30 日、中国東北地方の 4 省・自治区（遼寧、吉林、黒龍江、内蒙古）の省長・副主席
と日本の東北地方 7 県 1 市（青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島、新潟、仙台）の知事
・市長が一同に会した「2004 年日中経済協力会議 於仙台」に参加。 
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